
図１ 平成21年度病院課題の達成状況
《本院のH21年度病院課題への主な取り組み》
(1) 医療安全を最優先課題として取り組みます。
・新型インフルエンザ対策、
・インシデント・医療事故予防対策

(2) 完全電子カルテ化に向けて医療情報体制を整備します。
・完全電子カルテ化（H22年7月20日から稼働）

(3) 周産期医療体制の充実をめざします。
・大学改革推進等補助金
（NICU等設置、院内助産所、スーパーナース等整備）
・NICU、GCUの医師、看護師増員

(4)    がん診療の高度化、均てん化に向けて取り組みます。
・滋賀県がん診療高度中核拠点病院指定:H20年12月26日
・県寄付講座（総合がん治療学講座）設置:H21年4月1日
・腫瘍内科新設：H21年10月20日
・東近江医療圏地域がん拠点病院の指定:H22年2月23日
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(5)    患者支援センターの充実に向けた体制整備をはかります。
・担当副看護部長、ベットコントロール業務の改善：
病床利用順位の決定と調整及び病床管理状況の発信。
入退院管理による病床稼働率の向上
・同一入院、退院の推進による病床の有効利用、休日
入退院の推進

(6)    臨床評価指標導入に向けて取り組みます。
・DPCの診療科別解析を開始した。

(7)    先進医療、治験、臨床研究の支援を推進します。
・先進医療７件（うち1件はH22.4月から保険適応）

(8) ５Ｓ運動（整理、整頓、清掃、清潔、躾）を推進します。
・看護部を中心に取り組みがなされた。


